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給食座談会「みんなの声をきかせて！」 
校 長   佐藤 恵子 

年度末を迎え、令和７年度の教育活動についてさまざまな角度から検証し、次年度に向

けて改善を図る季節となりました。そこで、児童の声を直接聞くために、「給食座談会＠校長

室」を行いました。卒業を間近に控えた６年生を給食の時間に数名ずつ校長室に招き、これ

までの学校生活を振り返って新羽小について語ってもらいました。一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI（人工知能）などの技術革新が進み、知りたいことには誰かが瞬時に答えてくれる時

代です。端末さえあれば世界中の人といつでもどこでも繋がれる社会であっても、子どもた

ちの学校に対する捉え方はとても肯定的で、人と向き合い心を通わせる場、人と関わって成

長する場として大切に受け止めていることがわかります。また、授業づくりにおいては、教材

の楽しさだけではなく、学ぶ環境づくりの大切さに触れた意見が多く聞かれました。学力状

況調査の結果とともに教員間で振り返り、授業改善に生かしていきます。子どもたちの思い

を令和８年度の学校経営方針に反映させて、教職員と子どもたちと一緒に学校をつくって

いきたいと思います。 

6年生のみなさん、ありがとうございました。 

Q１ 新羽小のよいところは？ 

・仲が良い   ・あいさつができる   ・行事や委員会が楽しい  ・給食がおいしい 

・他学年との交流がある   ・元気で明るい   ・優しい 

Q２ 改善したいことは？ 

・発言する人がかたよってしまう          ・発言が少ないときがある 

・メリハリ・切り替えをがんばりたい        ・時間を守る意識（特に掃除） 

・給食の残しが多い                    ・ペア以外の他学年交流をしたい 

Q３ 学校の役割とは？ 学校はなぜ必要？ 

・友だちがいる   ・いろいろな人と関わる  ・顔を見てコミュニケーションがとれる 

・思いやりを学ぶ ・人のために活動する機会がある  ・同じ目的の仲間とがんばる 

Q４ すすんで取り組んだ場面には、どんなきっかけがあった？ 

・「楽しい」「やりたい」と思えたとき         ・ポイントがわかりやすいとき 

・お手本やイメージがあって道筋が見えたとき ・間違えても OKの空気 

・メリハリがあって集中力があるとき         ・協力しないと進まない状況のとき 


